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　太陽光発電などの自然エネルギーは、気象条件の変化に伴い出力が変動するため、大規模に導入する際
は電力系統の電圧・周波数を安定化させる二次電池などの電力貯蔵技術が必要になる。2008 年12 月10 日、
ドイツの太陽光発電装置メーカー大手のユニコス社が実施する欧州初の大規模電力貯蔵実証プロジェクト







































 エネルギー分野	 TOPICS	 Energy 
術が欧州に進展していく可能性がある。なお、日本に
おける自然エネルギー併設 NAS 電池は、二又風力発
電所（NAS 電池出力 34MW）、稚内メガソーラ （ー同
1.5MW）がある。
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NAS電池による電気出力安定化の例
出典：参考文献 1）
